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研究成果の概要（和文）：本研究は，情報表現の方法が人間の情報判断にどのような影響を及ぼ

し判断を左右するかについて学習者のメタ認知を促すことにより，小学生から中高生までの幅

広い学習者の情報判断力および情報表現力を高めることを目指して，学習教材を開発すること

を目的とした。情報判断や情報表現についての学習者のメタ認知を促すためのテキスト教材

（30 個の問題集および解説集）を開発し，これをもとに，Web 教材を作成した。 

 

研究成果の概要（英文）：The present research aimed to develop a learning material which 

foster learners’ judging and expressing abilities, by facilitating their metacognition about 

the influence of expressions on judging information. Target learners were primary, 

secondary, (and in some case, high) school students.  We developed a text material 

composed of thirty problems and explanations in order to facilitate metacognition. We 

made it into a web-based material.   
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１．研究開始当初の背景 

現在の高度情報社会においては，情報の量
そのものが以前に比べて飛躍的に増えてお
り，インターネットや，書籍をはじめとする
ペーパーメディアを介して手軽に入手する
ことが可能になった。しかしながら，身の回
りに氾濫する情報を吟味し適切な判断を下
すことは，必ずしも容易ではない。情報の送
り手側に，受け手を欺こうという意図がなく
ても，結果的に受け手を誤った判断に導いて

しまうような情報表現がしばしば見受けら
れる。情報表現に何らかの不備がある場合に
は，そこに作為がなくても，受け手は誤った
判断を下しかねない。 

申請者は，学習者のメタ認知に働きかける
ことに，解決の糸口を見出している。「メタ
認知」は 1970 年代に用いられ始めた比較的
新しい概念であり，端的に言えば「認知に対
する認知」を意味する。情報判断について言
えば，「なぜ人間は誤った判断をしてしまう
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のか」「判断の誤りにはどのような種類があ
るのか」「判断の誤りを防ぐには，どのよう
な方法があるのか」といった知識に加えて，
自分の情報判断に対するモニタリングやコ
ントロール（制御）が，メタ認知に含まれる。
こうしたメタ認知を育てることが，学習の転
移を促進し，学んだ知識・スキルの活用を促
すことが徐々に明らかになってきた（三宮，
2008）。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，小学生から中学生，場合
によっては高校生までを対象として，情報判
断力・表現力を高めるためのメタ認知を促す
学習教材の開発を行うことである。 

 

３．研究の方法 

（１）事例の収集と分析 
 判断を誤りやすい情報表現の事例を幅広
く収集・分析し，これらの情報表現が実際に
受け手のどのような判断を導くかを調べる。 
 
（２）課題集の作成 
 （１）の結果をもとに，小学生，中高生そ
れぞれに対する課題集を作成する。作成した
課題集を小学生，中高生それぞれに解いても
らい，課題集の問題点を把握し改善する。 
 
（３）テキスト教材の問題集および教師用
（生徒用も兼ねる）解説集の開発 
 改善したそれぞれの課題の解説に加えて，
情報判断や情報表現についての学習者のメ
タ認知を促す内容を盛り込んだテキスト教
材の問題集および教師用（生徒用も兼ねる）
を開発する。 
 
（４）ワークブックの完成と Web 教材の開発 
 開発したテキスト教材をさらに改訂して，
これを Web 教材化する。 
 
４．研究成果 
（１）事例の収集と分析 
①日常的な素材である新聞，雑誌，広告，各
種説明書，Web サイト等から，見た人が情報
判断を誤りやすい情報表現の事例を 200 例近
く収集した。 
②収集した情報表現事例を申請者が分析し
てカテゴリー化を行い，カテゴリーごとに複
数ずつ，発達段階を考慮しながら典型事例を
選択した。 
③十名程度ずつサンプリングした児童・生徒
がそれらの情報表現からどのような判断を
行うかを発話思考と筆記を通して詳細に調
べた。 
 
（２）課題集の作成 
①前年度の結果をもとに，課題集を作成する。

この課題作成段階において，教科教育や統計
教育の専門家からの助言を受けた。 
②作成した課題集を小学生および中学生計
40 名程度に解いてもらい（学習試行），課題
集の問題点を把握し改善した。 
③ここまでの成果をふまえて，テキスト教材
の試作版を作成した。  
 
（３）テキスト教材および教師用ガイドブッ
クの開発 
①改善したそれぞれの課題の解説に加えて，
情報判断や情報表現についての学習者のメ
タ認知を促す情報を盛り込んだテキスト教
材を開発した。たとえば，「なぜ自分はまち
がえたのか」「どのような表現であればまち
がえにくいのか」「今後の判断に向けてどの
ような点に注意すればよいのか」といったこ
とを考えさせるものにした。 
②開発したテキスト教材を用いて指導にあ
たる教師が参考にできるような教師用ガイ
ド（解説）を開発した。 
③小学校，中学の教師に，開発したテキスト
教材および教師用ガイドブックを用いて実
際に小学校および中学で学習指導を行って
もらい（学習試行），問題点を見つけ改善を
加えた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 問題のテーマとタイトル 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 問題編の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 解説編の例 

（４）ワークブックの完成と Web 教材の開発 
①開発したワークブック（問題編と解説編か
らなる）をさらに改訂し，完成版とした。開
発した 30 個の問題のテーマおよびタイトル
を図 1に，問題編と解説編の例を図２，３に
示す。 
②完成したワークブックをもとに，HTML と
CSS を用いて Web 教材を開発した（図４）。な
お，問題編と解説編は印刷しやすいよう PDF
ファイルをダウンロードできる形式にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ Web 教材ホーム画面 
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